














































































































人数(n) 身長(crI) 体重(kg) 年齢(years)
33 172.5士4.9 65.1±6.4 20.9±1.5
Photo2 打突実験に使用した打ち込み合
結果1.最大速度について最大速度においてL-A
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Tablo2 打乗における各被検事の最大速度
































































｢重訂.･･手摺｣･1絹 .一 一 ････ヰ圭ト.ば-




S-A 12,32士2,30 li 0.80±0.12
L-B 7.22±2.36
コ･



































































??? ??? ?? ? ?? ? ??? ? ?? ? ?? ? ???? ?? ???? ? ?? ? ???? ? ?? ?? ? ???? ? ????? ?? ? ? ?? ? ?? ? ?? ??
AD 0,72 0.68 0.52 0.38
AE 0.75 0.75 0.42 0.35
AF 0.78 0.75 0,18 0.35
｢ 鮎 .･･胡 卜 ■ 賂一････一緒-づ各･･
SD 0.13 0.12 0JO8 0D8
ギーに変換したことが考えられる｡
L-BとS-Bを比較しても有意にL-Bの最大
速度が速かった｡長い得物での打実は短い得物
での打突に比べて､正面打突部分までの距離が
長く､その伸びた距離の分だけ得物を加速する
ことができたためと考えられる｡しかしながら､
33名中10名の被検者は短い得物で打突した方で
大きな値を示した｡該当する被換者たちは､長
い得物での打突時は腕のみで打突動作を行って
いたが､短い得物の時は上肢を前方に傾けて加
速度を生み出している傾向が見られた｡この上
肢の前傾が加速に貢献しているのか､または別
の要因が関与していたのかを判断することは今
回の研夷では明らかにすることはできなかった｡
2.打実時間について
L-AとS-Aでは､有意にS-Aの打実時間が
短かった｡これは挺子の原理により､得物の垂
心が身体に近づくことによって得物を移動させ
るための力が少なくなり､得物を振る事が容易
になったためであ畠と考えられる｡
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LBとS-Bにおいても､S-Bの打突時間が
有意に短かった｡これもL-Aと同じように､
得物が短くなることによって､動かすための力
が小さくなったことが推測される｡
結論
打突速度においては長い得物で行った方が速
く､打突時間は短い得物で行った方が短かった｡
これより､新聞紙チャンバラを行う時に短い得
物を用いることで得物の垂心が身体に近くなっ
て振りやすさが増し､相手に対して素早く打ち
込むことが可能になり､また長い得物を用いれ
ば相手に対して遠距離から速度の速い打突を行
うことが可能になることが考えられる｡
今後の展望として､打実においては､長い得
物と短い得物で同じ距離から打実をした場合の
速度や時間の違いを粛べ､得物の特性をさらに
詳しく把握することが考えられる｡また､打突
する部位を腕や脚に変えたときの速度や時間も
調べることで､各部位を打つ際､どちらの得物
の方が優れているのか明らかになり､それぞれ
の得物に対する理解がより深まり､新聞紙を利
用したチャンバラを楽しむ観点が増えることが
考えられる｡
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